
ジェネリックが安いのは品質が劣るからではなく、研究
開発費が先発医薬品ほどかからないからじゃ。
有効性や安全性は先発医薬品と同等であると認め
られているから安心なのじゃ

先発医薬品を希望すると負担増に令和６年１０月から

10 月以降、ジェネリック医薬品がある先発医薬品※を希望する場合は、ジェネリック医薬品
との差額 25％にあたる金額を患者が負担することになりました。あえて先発医薬品を選ぶと、
従来よりも自己負担額が高くなります。
※�対象となる先発医薬品は、ジェネリック医薬品の発売から５年以上経過した薬、またはジェネリック医薬品の

使用割合が50％以上となった薬。

〈例〉 薬価
自己負担額（3割）

令和６年
９月まで

令和６年
10月から

先発
医薬品 500円 150円 200円

ジェネ
リック 250円 75円 75円

50円増

変化なし

　ポリファーマシーとは、多くの薬を服用していることで重篤な副作用を起こしたり、正しく薬がのめなくなったりして
いる状態のことをいいます。本来は病気を治すためのお薬も、数が増えると相互に影響し合って体へ悪影響（ふらつ
きやめまい、食欲低下、眠気、物忘れなど）を起こすことがあります。気になる症状がある場合は自己判断せずかかり
つけの医師に相談しましょう。
　ポリファーマシーを防ぐには、日ごろからかかりつけ医やかかりつけ薬局をもち、服薬情報を把握してもらうことが
大切です。マイナ保険証※やお薬手帳があると医師や薬剤師に正しい服薬情報・履歴を伝えることができます。

多剤服用によるポリファーマシーに気をつけて！

※健康保険証の利用登録をしたマイナンバーカード

それは助かるわね！
でも、安いお薬ってなんだか心配ね…

今月も出費が多くて困っちゃうわ。
医療費も節約できたらいいのだけど…

ジェネリックにすればお薬代が安くなるぞ。
長期服用しているお薬は、とくに節約効果抜群じゃ！

お薬代 節約できる ジェネリック
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品の特許期間が切れた後に同じ有効成分で製造・販売される
お薬です。上手に活用すれば、お薬代を抑えることができます。
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